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1) 実験動物:体重 2""""3kg の成熟雌性家兎を用い，実験終了後は開腹して卵巣を肉眼的，組織学的に
検討した。脳は連続切片とし電極刺入部を確認した。
2) 電極及びその刺入固定法:黒津・清水の装置を用いて，双極電極(極間距離 0.4""""0.6mm ，尖端露
出部 0.2--0.3mm )を視床下部の腹内側核 (b) ，外側核 (c) 屑桃核の内側主核 T，中間主核 T' ，海馬
(H) ，および中脳網様体 (R) に挿入し，歯科用セメントにて頭蓋骨に固定し，それにソケットを取りつ
けて慢性電極とした。




4) 興奮準位の判定規準:脳波を周波数により， 3 つの成分，すなわち，徐波 (2.5--7.0c/s) ，中





1~ O.l 9tづ硫酸MriJ 5cc/kg を 2 段分間j静注すると， 5 例中 2 例に排卵を認め， 3 例に排卵を認めなかっ
たぶこの際疏駿MríJ静注後の興奮準f立の変化は悦床ド部 b ， c に認められ，排卵の有無に応じて，それぞれ
児うた態度を示した。すなわち排卵陽性例では注射後 b (交感帯)の興奮準位は上昇したが， c (副交
感帯)の興管準位は低下し，陰性例では c の興奮準位は上昇し， b の態度は不定であった。
2) Estradiol benzoate (100r 列2 日間)の投与はb，および T の興奮咋位を高め， c の興奮準位を
{~r ドせしめた。乙の Estrogen 人工発情家兎に硫酸銅 5mg/kg を静注すると， 5/5 例に排卵を認め，か
っ注射後において更に b 優作の皮が強まるのが認められた。
3) Progesterone (1mg/kg , 2--5 円間)の投与は， c の興奮準位をiqめ， b , T の興千百ホ{なを低下
せしめた。 乙のものに硫峨調rîJ排卵を試みても対例に排卵を認めたのみであった。 乙の|際，排卵の{)"力[~と
硫酸調ril注射後の b ， c 興奮t1M立の変動万向は硫酸銅単独，あるいは Estrogen 併mの場合と同様に，排!m
1妙ド1:例で、は b 優位であるに反して，排卵陰性例では c 優位が認められた。
4) 妊娠家兎では硫酸銅静注による排卵を認めず，硫酸銅注射後の深部脳波所見として c 優位となる
のが沼められた。
5) Testosterone propionte (lmg/kg , 2 日間)の注射により b 優位を示すものと， c 優位を示すも
のとがあった。とれらの一説物に硫酸釦静注を行なうとそれぞれの変化は更に若明と江り， b 優肢となっ
たもののみに排卵が認められた。
6) Prednisolone (2. 5mg/kg) の静注は c 優位を惹起せしめ，その後の硫酸銅の静子主は， 乙の文化を
ー挺に強め，排卵を誘発し得なかったつしかし Estrogen で予め発情させておくと， 2/3例に排卵を認め，
かっ排卵陽性例で、は硫酸Mi~注射後 b 優位となるのが認lめられた。
7) L-Triiodothyronine (100r /kg , 3 日間)の投与は中枢各部位の興奮準位の L界と相対的 c 優位と





2) 品iÛ出による排卵の有無と視床下部 b ， c の興奮準位との間に一定の関係が認められた。すなわち，
排卵陽性例では銅塩注射後 b 優位となり，陰性例では c 優位となった。
3) 排卵促進因子 (Estrogen 前処置)は b の興奮準位を上昇せしめ， c の興奮準位を低下せしめた
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のに対し， Progesterone 投与，妊娠，比較的大量の Prednisolone および甲状腺 Hormone 投与などの
排卵阻止因子は， b の興奮準位を低下せしめ， c の興奮準位を上昇せしめた。





すなわち，成熟雌性家兎を用いて，その視床下部腹内側核(b) ，外側核 (c) ，および大脳辺縁系の諸核
に慢性双極電極を刺入固定し，乙れから無処置時，銅塩投与時，種々の内分泌環境下，ならびに種々の内
分泌環境下における銅塩投与時の脳波を記録し，周波数分析器を用いて各脳波の周波数別平均振巾を求め，
対照のそれと比較し，速波 (13--24c/s) 成分の増大，徐波 (2.5--7c/s) ，中間波 (7--13c/s) 成分の減
少をもってこの順に興奮準位の上昇をより強く示すものとし，その逆を興奮準位の低下として，各実験時
における It1枢各部位興奮準位を判定し，次の成績を得ている。
1) ;í1IriJ塩による排卵の有無と視床下部 b ， c の興奮準位との聞に一定の関係が認められる。すなわち排
卵陽性例では銅塩注射後 Gonadotropin (G)放出部位である b-交感帯優位となり，陰性例では G放出抑
制部位である c一面l交感帯優位となる。
2) 排卵促進因子( Estrogen 前処置)は， b の興奮準位を上昇せしめ， c の興奮準位を低下せしめ
るのに対して Progesterone 投与，妊娠，比較的大量の Prednisolone，および甲状腺 Hormone 投与な
どの排卵抑制因子は， b の興奮準位を低下せしめ， c の興奮準位を上昇せしめる白
3) かくのととき各種の内分泌環境の変化にもとずく視床下部 b ， c の興奮準位の均衡の破壊がさら
に銅塩の負荷のために増強されるので，実験的 G 放出の成否は b- 交感帯と c一副交感帯の興奮準位の
如何によって決定されている。
以上本論文は硫酸銅を家兎に負荷する乙とによって生じる中枢神経の電気活動の変化を周波数分析器を
使用することによってJ電気生理学的に解明し，排卵に必要とされる G 放出と排卵促進因子の存在をか
交感帯と c- 副交感帯の興奮準位から証明した意義ある研究である。
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